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小
学
校
は
全
国
並
み

学
力
調
査
の
結
果
は

答

全
国
学
力
状
況
調
査
の
結

果
は
。

県
全
体
で
は
、
小
学
（
六

年
）
の
正
答
率
は
全
国
並
み
。

中
学
（
三
年
）
は
沖
縄
に
続

く
下
位
と
な
っ
た
。

本
町
の
小
学
は
全
国
平
均

を
上
回
る
が
、
中
学
は
県
平

均
並
み
で
あ
る
。

本
県
は
私
高
公
低
。
公
立

校
の
学
力
の
低
さ
が
問
題
だ
。

現
状
を
理
解
し
て
い
る
公

立
校
の
先
生
の
中
で
、
自
分

の
子
ど
も
は
私
立
中
学
に
通

わ
せ
、
職
場
で
は
「
ゆ
と
り

教
育
」
を
実
践
し
て
い
る
人

は
意
外
と
多
い
。

中
学
生
の
学
力
を
上
げ
る

方
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
と
で
子
ど
も
の
将
来

を
心
配
す
る
若
い
親
の
地
元

へ
の
定
着
も
期
待
で
き
る
の

で
は
。

学
力
を
上
げ
る
こ
と
は
大

事
だ
。
今
回
の
調
査
で
、
他

県
に
比
べ
て
「
家
庭
学
習
」

の
時
間
が
非
常
に
少
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
研
究
し
改

善
に
努
め
、
子
供
た
ち
が
夢

と
希
望
を
持
て
る
教
育
を
目

指
し
た
い
。

問

西
森
常
晴

18
年
3
月
の
「
ス
ク
ー
ル

バ
ス
事
故
」
の
判
決
（
禁
固

1
年
4
カ
月
）
は
、
一
方
的

で
不
当
だ
、
抗
議
す
べ
き
で

は
。事

実
は
、
片
岡
運
転
手
の

言
う
と
お
り
と
思
う
。
心
情

的
に
は
気
の
毒
だ
が
争
う
立

場
に
な
い
。

高
松
高
裁
で
の
控
訴
審
判

決
は
10
月
30
日
。
一
審
の
不

当
判
決
を
不
服
と
す
る
被
告

は
、
裁
判
で
の
決
め
手
と
な

っ
た
、
ス
リ
ッ
プ
痕
は
県
警

の
捏
造

ね
つ
ぞ
う
と
し
、
解
析
書
な
ど

の
証
拠
採
用
を
求
め
争
っ
て

い
る
。
28
日
の
「
高
知
新
聞
」

の
記
事
は
非
常
識
だ
。

反
省
を
求
め
る
べ
き
で

は
。事

実
関
係
を
争
う
立
場
に

な
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
の
で

は
な
い
か
。

コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

たこあげ（大崎小）

不
当
判
決
に
抗
議
を

争
う
立
場
に
な
い

答
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24,578人分の署名を携え、TVの取材を受ける片岡さん

（20年1月18日　最高裁前）
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目
指
し
た
い
で
す
ね
。

原
油
の
高
騰
、
物
の
値
上

げ
や
食
の
安
全
、
偽
装
問
題
、

社
会
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
で
す
。

内
戦
、
民
族
、
宗
教
間
の

紛
争
を
一
日
も
早
く
中
止
、

安
定
し
た
経
済
社
会
、
国
際

平
和
を
願
い
ま
す
。

本
年
も
仁
淀
川
町
発
展
の

た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

猪
突
猛
進
の
亥
年
も
幕
を

閉
じ
、
子
年
と
な
り
一
カ
月

余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
は
国
政
も
安
部
首
相

突
然
の
退
陣
、
福
田
政
権
の

誕
生
、
年
金
問
題
、
防
衛
省

の
不
祥
事
な
ど
問
題
を
抱
え

年
を
越
し
ま
し
た
。

県
も
橋
本
知
事
の
引
退
、

若
き
活
力
あ
ふ
れ
る
尾
�
知

事
誕
生
で
す
が
、
財
政
、
合

併
な
ど
諸
問
題
を
抱
え
大
変

な
時
期
で
す
が
、
県
民
、
力

を
合
わ
せ
住
み
よ
い
高
知
を

議
長
一
口
メ
モ
！

ね
ど
し

有
機
・
無
農
薬
野
菜
作
り

を
奨
励
し
て
は
。

本
町
の
茶
も
、
今
後
生
き

残
る
方
法
と
し
て
は
、
無
農

薬
栽
培
に
転
換
す
る
の
も
一

方
法
だ
と
思
う
が
。

18
年
12
月
、
議
員
立
法
で

「
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
成
立
し
た
。

20
年
度
、
有
機
農
業
支
援

の
予
算
が
組
ま
れ
そ
う
な
の

で
、
国
、
県
の
動
き
を
見
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

農
業
は
、
JA
を
批
判
し
て

い
て
は
前
に
進
ま
な
い
。
有

機
農
業
を
条
例
化
し
、
副
町

長
直
轄
の
職
員
を
配
し
、
意

欲
的
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。

今
、
池
川
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
勉
強
会
が
活
発
化
し
、

広
が
っ
て
い
け
ば
、
思
い
切

っ
た
支
援
が
で
き
る
と
思
う
。

さ
ら
に
、
勉
強
会
が
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

上
名
野
川
の
平
組
で
落
石

が
あ
っ
た
。
大
丈
夫
か
。

10
月
上
旬
に
区
長
か
ら
要

望
が
あ
り
、
現
地
を
見
た
。

周
辺
に
不
安
定
な
石
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
県
の
治
山

班
に
も
現
地
を
見
て
も
ら
い
、

再
検
討
し
た
い
。

中
津
渓
谷
内
の
七
福
神
、

不
動
尊
周
辺
は
、
何
と
か
な

ら
な
い
か
。

当
初
か
ら
、
自
然
を
破
壊

し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
い
、

無
理
し
て
据
え
た
さ
い
せ
ん

箱
は
不
自
然
だ
っ
た
。

老
朽
化
し
た
今
、
手
を
入

れ
て
正
常
な
形
に
戻
せ
。

費
用
は
多
く
か
か
る
も
の

で
は
な
い
、
セ
ン
ス
の
問
題

だ
。管

理
は
中
津
観
光
協
会
で

行
っ
て
い
る
の
で
、
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
は
伝
え
て
お
く
。

問

西
　
森

上
名
野
川

問

西
　
森

七
　
福
　
神

答

副
町
長

答

産
業
建
設
課
長

有
機
無
農
薬
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を

支
援
を
し
て
い
き
た
い

答

有機農業実証栽培（19年6月　日浦）

問

西
　
森

答

副
町
長

答

副
町
長

問

西
　
森



設
立
の
趣
旨
は
林
業
労
働

者
の
後
継
者
育
成
で
は
な
か

っ
た
の
か
。
町
内
に
は
二
万

五
千
ha
の
植
林
が
あ
り
、
毎

年
二
十
万
„
以
上
の
木
材
が

成
長
し
て
い
る
。

ソ
ニ
ア
は
も
っ
と
林
産
に

力
を
入
れ
、
伐
採
搬
出
を
今

の
五
倍
、
七
倍
と
育
成
す
れ

ば
、
仁
淀
川
流
域
は
若
者
が

定
住
し
活
性
化
す
る
。

製
材
部
門
は
、
早
く
経
営

が
立
ち
直
る
よ
う
期
待
す

る
。設

立
目
的
は
林
業
後
継
者

の
育
成
で
、
衰
退
す
る
林
業

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
だ

っ
た
。

社
会
の
大
き
な
変
革
に
よ

り
経
営
も
大
変
厳
し
い
状
況

で
推
移
し
て
き
た
。
最
近
は

間
伐
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

作
業
道
は
年
間
一
万
ｍ
以
上

開
設
し
素
材
生
産
も
年
間
六

千
„
に
達
し
、
よ
う
や
く
黒

字
に
至
っ
た
。

製
材
は
増
産
に
走
り
大
き

な
赤
字
を
出
し
た
が
、
良
き

指
導
者
を
得
た
の
で
今
後
好

転
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。
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何
千
年
も
続
い
て
来
た
自

然
農
業
が
、
こ
こ
半
世
紀
の

間
に
、
化
学
肥
料
と
農
薬
を

使
い
安
易
に
、
利
益
主
義
に

走
り
、
土
つ
く
り
を
お
ろ
そ

か
に
し
た
結
果
、
残
留
農
薬

な
ど
に
よ
り
、
人
体
は
蝕
ま

れ
、
農
家
は
収
支
が
逆
転
し

経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

た
。町

内
に
は
休
耕
地
が
目
立

つ
が
、
高
冷
地
の
多
い
所
は
、

小
規
模
な
有
機
栽
培
に
適
し

て
い
る
と
思
う
。

国
道
439
号
沿
線
を
、
木
材

産
業
と
並
ぶ
、
一
大
有
機
農

産
物
の
産
地
と
し
て
立
ち
上

げ
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る

政
策
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。残

留
農
薬
問
題
が
深
刻
化

の
中
で
、
無
農
薬
有
機
野
菜

の
存
在
が
見
直
さ
れ
、
全
国

的
に
そ
の
市
場
が
拡
大
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
。

国
は
農
水
省
が
有
機
農
業

推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

20
年
度
予
算
に
有
機
農
業
総

合
支
援
事
業
費
を
要
望
す
る

な
ど
、
そ
の
推
進
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

有
機
農
業
は
中
山
間
地
に

も
普
及
し
や
す
い
と
思
う
。

組
織
力
の
あ
る
JA
な
ど
と
協

議
し
普
及
を
図
り
た
い
。

町
の
農
産
物
で
あ
る
茶
の

問
題
も
あ
る
が
、
時
代
は
有

機
農
業
に
向
い
て
い
る
。
で

き
る
こ
と
は
し
て
い
き
た

い
。

問

大
原
儀
郎

答

町
　
長

問

大
　
原

答

町
　
長

答 できるだけのことはする

有機農業の推進を図れ

有機農業実証栽培、種まき（19年9月　日浦）

設
立
の
趣
旨
は

林
業
後
継
者
の
育
成

答
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仁
淀
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
故
の
県
警
に
よ
る
実
地

検
証
写
真
は
、
運
転
手
本
人

に
確
認
も
さ
せ
て
な
い
事
実

に
反
す
る
こ
と
が
判
決
の
元

に
な
っ
て
い
る
。

町
は
県
警
に
対
し
て
異
議

を
申
し
立
て
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

今
ま
で
も
質
問
が
あ
っ
た

が
、
過
日
の
議
員
協
議
会
で

の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
事
実
関

係
は
争
わ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。ス

リ
ッ
プ
痕
は
無
か
っ
た

こ
と
を
広
く
世
論
に
訴
え
、

最
高
裁
判
決
が
最
も
正
し

く
、
行
わ
れ
る
よ
う
町
と
し

て
異
議
を
申
し
立
て
る
べ
き

だ
。事

故
後
の
議
会
で
、
町
長

と
現
場
に
行
っ
た
時
の
状
況

を
説
明
し
た
が
、
私
の
記
憶

で
は
白
バ
イ
が
バ
ス
に
強
く

当
た
っ
た
時
生
じ
た
と
思
う

Ｖ
字
型
の
黒
い
線
は
あ
っ
た

が
、
他
に
は
ス
リ
ッ
プ
痕
は

な
か
っ
た
と
、
記
憶
し
て
い

る
。こ

れ
に
教
育
長
が
異
議
を

申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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問
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答

教
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長

問

大
　
原

県警に異議申し立てを
争わない…答
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19年12月8日、交通事故鑑定士石川和夫氏、ジャーナリスト柳原三佳氏を講師に迎え、事故報告会を行った

（仁淀多目的研修集会施設）
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大
臣
表
彰
及
び
知
事
表
彰

橋
本
眞
一
議
長
は
、
議
会

議
長
を
十
二
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
功

労
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
。

山
添
信
夫
元
監
査
委
員
、

高
橋
三
男
監
査
委
員
も
、
監

査
事
務
功
労
者
と
し
て
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
。

大
原
儀
郎
議
員
は
、
高
知

県
木
材
協
会
副
会
長
と
し

て
、
県
の
林
業
振
興
に
功
績

が
認
め
ら
れ
、
知
事
表
彰
を

受
賞
。

高
知
県
知
事
選
挙

十
一
月
に
は
高
知
県
知
事

選
挙
が
行
わ
れ
、
十
六
年
間

県
発
展
の
た
め
に
、
活
躍
さ

れ
た
橋
本
大
二
郎
氏
に
か
わ

り
、
多
く
の
県
民
の
支
持
を

得
て
尾
�
正
直
氏
が
当
選
就

任
さ
れ
た
。

最
低
と
い
わ
れ
る
本
県
の

経
済
力
向
上
、
少
子
高
齢
化

等
の
福
祉
対
策
、
中
山
間
の

活
性
化
対
策
に
35
市
町
村
の

生
の
声
を
県
政
に
反
映
し
、

県
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
よ

う
願
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故

仁
淀
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
故
に
関
わ
る
、
刑
事
裁

判
の
高
裁
判
決
は
ご
存
じ
の

と
お
り
で
、
運
転
手
は
即
日

上
告
。

民
事
裁
判
は
高
裁
判
決
後

に
運
転
手
か
ら
、
事
実
関
係

は
認
め
な
い
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
町
は
議
員
の
意
見
も

聞
き
、
今
後
は
運
転
手
と
は

主
張
を
異
に
し
、
裁
判
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
ま
で
の
担
当
弁
護
士
は

辞
任
し
た
の
で
、
町
村
会
に

新
た
に
弁
護
士
の
選
任
を
依

頼
し
、
高
知
市
内
の
弁
護
士

に
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
税
の
滞
納
関
係

十
月
か
ら
県
民
税
徴
収
対

策
チ
ー
ム
2
人
を
本
町
徴
税

吏
員
に
併
任
し
、
町
の
徴
収

担
当
2
人
と
滞
納
者
の
整
理

を
行
っ
て
い
る
。

滞
納
額
が
十
万
円
以
上

で
、
県
内
金
融
機
関
と
取
引

の
可
能
性
の
あ
る
者
49
人
を

調
査
対
象
と
し
、
県
内
金
融

機
関
、
大
手
生
命
保
険
会
社

な
ど
に
調
査
を
か
け
、
預
金

の
差
押
え
二
件
を
は
じ
め
、

順
次
調
査
対
象
を
広
げ
て
い

る
。今

後
は
差
押
え
予
告
予
定

者
10
人
、
調
査
実
施
を
検
討

の
者
118
人
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
お
り
順
次
調
査
し
て
い

く
。こ

の
調
査
は
一
律
に
差
押

え
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、

支
払
い
能
力
の
有
無
等
を
行

う
も
の
で
、
徴
収
の
執
行
停

止
等
必
要
な
措
置
を
行
う
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

国
保
税

後
期
高
齢
者
の
医
療
制
度

が
、
老
人
医
療
制
度
か
ら
医

療
保
険
と
し
て
独
立
し
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
変
更

に
な
り
、
現
在
の
国
保
税
は

基
準
課
税
額
と
介
護
納
付
金

分
の
二
つ
で
、
二
十
年
四
月

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
支
援

金
が
加
わ
り
、
三
つ
の
税
構

成
と
な
る
。

基
礎
課
税
額
の
総
額
は
、

減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
現
在
の
国
保
被
保
険
者

数
の
43
％
に
あ
た
る
約
一
八

〇
〇
人
が
後
期
高
齢
者
医
療

に
移
行
の
見
込
み
で
、
二
十

年
度
以
降
の
国
保
税
は
増
税

か
、
減
税
か
、
現
状
維
持
で

き
る
の
か
不
透
明
だ
。

徴
収
方
法
は
年
金
天
引
き

制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

路
線
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス

バ
ス
の
安
全
か
つ
安
定
的

な
運
行
を
確
保
し
、
効
率
化

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た

め
、
直
営
方
式
で
運
行
の
路

線
バ
ス
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
の
運
行
を
来
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
対
策
は
、
20
年
吾
川

中
継
局
が
、
21
年
は
池
川
、

仁
淀
中
継
局
が
整
備
の
予
定
。

国
・
県
の
基
準
は
共
聴
組

合
加
入
各
世
帯
の
負
担
基
準

を
三
万
五
千
円
の
設
定
だ

が
、
本
町
で
は
単
独
補
助
を

上
乗
せ
し
、
共
聴
施
設
改
修

工
事
に
対
す
る
各
世
帯
の
負

担
金
が
一
万
円
内
で
納
ま
る

よ
う
対
応
し
た
い
。

田
村
地
域
の
公
園
用
地

田
村
地
域
住
民
の
強
い
要

望
を
受
け
、
約
七
六
〇
〇
fl

の
土
地
を
購
入
し
、
地
域
住

民
の
ふ
れ
あ
い
や
防
災
面
な

ど
多
目
的
に
使
え
る
公
園
と

し
て
整
備
を
進
め
る
。

大臣表彰を受賞
地方自治の発展に寄与 －

諸般の報告　町長 藤5富士登
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カ
ラ
タ
チ
分
収
林

追
跡
調
査
の
結
果
、
当
初

契
約
関
係
者
72
人
の
う
ち
す

で
に
29
人
が
死
亡
、
現
在
相

続
等
の
権
利
関
係
を
含
め
る

と
総
数
251
人
と
な
っ
て
い

る
。今

後
は
、
早
急
に
方
向
性

を
決
定
し
、
手
続
き
作
業
や

関
係
者
と
の
協
議
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈱
ソ
ニ
ア
の
経
営
見
直
し

経
営
指
導
を
受
け
て
い
た

高
知
工
科
大
学
武
藤
教
授
の

退
職
に
よ
り
工
科
大
学
と
の

関
連
は
清
算
さ
れ
た
。

新
た
に
県
よ
り
紹
介
の
現

に
製
材
業
を
経
営
し
て
い
る

民
間
会
社
「
カ
ツ
ヨ
シ
木
材
」

の
高
橋
社
長
を
招
き
、
今
後

の
あ
り
方
や
基
本
的
な
改
善

な
ど
意
見
を
交
わ
し
、
工
場

内
の
製
品
の
流
れ
、
従
業
員

の
配
置
の
あ
り
方
、
専
門
的

な
人
材
の
確
保
及
び
販
売
体

制
な
ど
、
基
本
的
な
方
向
性

を
見
極
め
な
が
ら
、
本
格
的

な
改
善
を
図
る
。

災
害
状
況

台
風
4
号
、
5
号
、
11
号

と
度
重
な
り
、
多
く
の
災
害

が
発
生
し
た
。

一
部
国
の
査
定
が
済
ん
で

い
な
い
が
、
公
共
土
木
施
設

災
害
は
32
件
で
、
三
億
五
四

〇
〇
万
円
。
農
地
・
農
業
用

施
設
災
害
は
9
件
で
八
九
〇

〇
万
円
。
林
業
施
設
災
害
は

14
件
で
一
億
六
〇
〇
万
円
。

合
計
55
件
の
被
害
額
は
約

五
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

仁淀川町第2代　橋本眞一議長

橋本議長、総務　
－ 議会議長を12年以上在職、


